クーリングオフ通知書

前略　今般、貴社との間で、次の契約（以下本契約という）の申し込みを行った○○○○と申します。しかし、本書面を以ってクーリングオフします。商品も同時に返却発送致しますので、受領お願いいたします。

契約締結日　平成○○年○○月○○日
商品名　　　○○○○○
売買代金　　金○○○○○○円

草々

平成○年○月○日

通知人　○県○市○町○○

□□□□

被通知人　○県○市○町○○

株式会社○○○○　代表取締役　△△△△　殿

注　１　クーリングオフの詳しい説明については、当事務所のHPを参考にしてください。

　　２　通知書を受領しても会社から請求が来る場合もあります。クーリングオフが有効であれば、相手の請求は違法、不当な請求ですから無視していても構いません。ただ、心配だったり、あるいは請求自体困る、見るのも嫌だ、ということであればより強く警告する書面を出すことができますので、弁護士に相談されるとよいでしょう。

